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「困るんだよ、あの人。がんこで。今までの実績に固
執するんだよなあ。今のやり方にあってないよ。」
友人、大きくため息をつく。どうも相手は年配の方

のよう。営業の第一線で、これまで会社を引っ張って
きた自負があるゆえに、なかなか変われないのだろう。
で、こういう人ってどうすればいいの？　と、よく訊
かれる。その人にとっては、藁にもすがる思いだ。私
にも似たような体験があった。気持ちはよくわかる。
こんな体験だ。
仮にその人をＡさんとしよう。年齢は60近く。仕事

は手早い。が、業界をとりまく変化に、知識もスキル
も追いつけない様子がありありだった。それでも彼な
りのやり方でなんとか切り抜けていた。が、長くは続
かない。ある日、事件が起きた。重要な取引先の仕事
を失ったのだ。経緯は、お客様からの問い合わせに「う
ちでは、ちょっとできません。」とＡさんが回答したこ
とにあった。それを知ったときは、正直、頭に血がの
ぼった。いや、私だけじゃない。他の部署の社員も相
当いらついた。このままＡさんが営業をしていたら、
どんどんお客様を失うんじゃないか。そこまで思った。
いてもたってもいられなかった。
そんな折、友人がこんな話をしてくれた。
どうもコミュニケーションが上手くいかない部下が

いる。やる気が感じられない。何を考えているのかも
よくわからない。でも、先日コーチングの勉強をして、
「まず手をつけるべきは、相手の言動ではなく、お互い
の関係性」ということを学んだ。私は部下をどれくら
い信頼しているだろう？　部下は私をどれくらい信頼
しているだろう？　お互いの信頼関係ってどれくらい
なんだろう？　でた答えはかなり低かった。それから
というもの、部下に声をかけ続けた。おはよう、お疲
れ様、あの仕事はどこまで進んだの、質問があったら
教えて、上手くいったことある？　それはよかったね、
どうしてそんなことができたの？　など。そうこうし
ているうちにある変化がおきた。私と部下の席は隣同

士。部下の席には、お互いの顔が見えないくらいの書
類が山積みされていた。でも、一ヶ月の間にその書類
の山がだんだんと低くなった。そのうち一枚もなく
なった！　そのとき気づいた。書類の山は、部下が私
にもっていた心の壁だったことに。反省した。私は部
下を「仕事ができないだめな人」と決めつけていた。
相手に不満を感じるときは、まず変えるべきは、自分
の相手の捉え方なのかもしれない…と。
私もそうだ。Ａさんを「だめな」人と決めつけてい

ないか。ありのままのＡさんを認めてみないか。
数日後のオフィスでのこと。「Ａさん」と声をかけ

る。「はい？」うるさそうだ。こっちも見ない。「○○
会社の○○さんが『Ａさんは急な変更でも、とてもス
ピーディに対応してくれるので、とても助かっている。
よくやってくれて有難い。』って言っていましたよ。」
途中かみそうになった。何せ言い慣れていない。Ａさ
んが顔を上げた。目がちらっとあった。「あっ、そうで
すか。」そっけない言い方だが、顔は得意げだ。それか
ら照れるように踵をかえして、廊下に出てしまった。
ひとりぽつねんと残される。が、気持ちがよかった。
人が喜ぶ様子は、見ていてこちらも嬉しくなる。
変化はそれから起きた。Ａさんがこう言ったのだ。

「○○会社さんで新しい企画をだしたいそうです。企
画のアイディアだしからお願いしたいとのこと。猪俣
さんのほうが慣れてない？　お客さんに連絡してくれ
ないかな。」驚いた！　初めて相談された！　「は
いっ！」自分でも驚くほどの大きな返事。詳細を聞こ
うとＡさんに歩み寄った。
ふむ。人は誰しも他人から認められたいと思ってい

る。それが満たされると初めて誰かのために何かをし
たくなる。相手の何かを変えたくなったときは、最初
に自分自身に質問してみたらどうだろう。「私はあの
人を一人の人としてどれだけ認めているのだろう
か？」と。
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